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i 代表的なものとして下記およびⅳがある。 
 北野清晃（2016）組織論から考えるワークショップデザイン. 三省堂. 
 北野清晃, 奥本素子, 森幹彦（2016）複数ファシリテーター間の認知的徒弟制: ワークショップ場面のエスノメソド



















































ロジー分析. 組織学会トランザクションズ、 5（1）、 7-12. 
v SDSの実施者より同意を得られたチーム、かつ、撮影機材が物理的に設置可能なチームを選択した。結果として、
SDS2015で8チーム、SDS2016で11チーム、SDS2017で3チーム、計22チームのワークショップ場面を収録した。 






























  ：   コロンは、直前の音が引き延ばされていることを示す。コロンの数は引き延ばしの相対的長さを示す。 

































                                                          
viii fig.2で使用されている主な書き起こし記号の意味は下記である。fig.1で紹介した記号は除く。 
  ？   疑問符は、直前部分が上昇調の抑揚で発話されていることを示す。 
  ( . )  丸括弧内のドットは、その位置にごくわずかの感知可能な間隙（おおむね0.1秒前後）があることを示す。 
ix fig.3で使用されている主な書き起こし記号の意味は下記である。fig.1, 2で紹介した記号は除く。 
 <文字>  不等号で囲まれた部分が、前後に比べてゆっくりと発話されていることを示す。 
  ¿   天地逆の疑問符は、ある程度上昇長の抑揚で発話されていることを示す。 
















































































                                                          
x ワークショップ冒頭でのファシリテーションの仕方（たとえば、「指示型」と「対話型」）が、その後の展開でどのよ
うに一貫されたか、あるいは、どのように変容したか、については今後明らかにしたい。 

















+ ワークショップ冒頭をどのようにデザインしますか？  
+ 自己紹介にどのような意味を埋め込みますか？ 
